



































































































































































































	Ⅴ　生産管理の現状と問題点
	5. 技術管理
	5-1 技術管理の現状
	5-1-1 組織
	5-1-2 鋳造品質設計
	5-1-3 品質・技術管理基準

	5-2 問題点

	6. 設備管理
	6-1 設備管理の現状
	6-1-1 組織
	6-1-2 設備管理
	6-1-3 試験検査設備および計量器の管理

	6-2 問題点

	7. 熱管理
	7-1 エネルギー使用の概要
	7-2 エネルギー供給の現状
	7-2-1 電力の供給状況
	7-2-2 都市ガスの供給状況
	7-2-3 水の供給状況

	7-3 主要設備のエネルギー使用の現状
	7-3-1 キュポラ
	7-3-2 鋳型乾燥炉および焼鈍炉

	7-4 熱管理に関する問題点
	7-4-1 エネルギー供給面からみた問題点
	7-4-2 エネルギーの選択
	7-4-3 熱管理活動


	8. 教育訓練およびTQC活動
	8-1 現状
	8-1-1 教育訓練
	8-1-2 TQC活動

	8-2 問題点
	8-2-1 教育訓練
	8-2-2 TQC活動



	Ⅵ　工場近代化計画
	1. 生産管理の近代化
	1-1 調達管理
	1-2 日程管理
	1-3 品質管理
	1-3-1 品質保証表およびQC工程表の活用
	1-3-2 基準（品質基準、技術基準、作業基準）の整備
	1-3-3 統計的品質管理の導入
	1-3-4 フラン造型における品質管理


	2. 生産技術と設備の近代化
	2-1 鋳造方案設計の近代化
	2-1-1 鋳造方案設計の必要機能と手順
	2-1-2 鋳造方案の近代化施策

	2-2 模型製作の近代化
	2-2-1 新材料の採用による近代化
	2-2-2 木型用副資材の改善による近代化
	2-2-3 木型構造の簡素化

	2-3 造型の近代化その1－フラン砂造型による近代化
	2-3-1 フラン砂造型の基本的事項
	2-3-2 フラン砂造型による品質向上と造型能率向上

	2-4 造型の近代化その2－生型砂造型法の近代化
	2-4-1 生型砂の基本的事項
	2-4-2 鋳造欠陥と防止対策

	2-5 造型の近代化その3－フェノール樹脂中子
	2-5-1 シェルモールド法
	2-5-2 ペプセット法




